
訂正表 

第 1章 

ｐ．６ 表１．３ ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）の化学構造式の中のメチレン

鎖の数が正しくは 2個 

誤 正 

…－(CH2)4－ …－(CH2)2－ 

第２章 

ｐ．１９ 図２．９のキャプション 

誤 正 

ポリオキシエチレン… ポリオキシメチレン… 

 

ｐ．２６ ｌ．４  

誤 正 

球晶（spherulite） 球晶（spherulites） 

 

第 4章 

ｐ．７８ ｌ．１０ 

誤 正 

図 4.14(b) 図 4.14(a) 

 

 

ｐ．８６ 図４．２８  

誤 正 

  

 

ｐ．８９ ｌ．１１ 

誤 正 

Clausius-Mosotti Clausius-Mossotti 



 

ｐ．９０ ｌ．１４ 

誤 正 

変位導電流 変位電流 

 

ｐ．９２ ｌ．１６ 

誤 正 

…高分子固体では屈折率大きくなる． …高分子固体では屈折率が大きくなる． 

 

第５章 

ｐ．１０３ ｌ．２５（例題１の解） 

誤 正 

モノマー数（官能基数）
0

N  モノマーの分子数
0

N  

 

誤 正 

残存するモノマー数（官能基数）N  残存する分子数N  

 

ｐ．１０３ ｌ．２８（例題１の解） 

誤 正 

モノマーの反応度 反応度 

 

ｐ．１０５ ｌ．５ 

誤 正 

重合度 重合度 x  

 

第 6章 

ｐ．１４３ ｌ．１０（例題 3の解） 

誤 正 

熱可塑性は不可逆な 熱可塑性は可逆な 

 

  



ｐ．１４５ プレポリマーの構造式 

誤 

 

正 

 

 

ｐ．１４６ ポリウレタンの図 

誤 正 

  

 

 

第 7章 

ｐ．１６８ ｌ．２、 

誤 正 

５．１．１項参照 ５．２．１項参照 

ｐ．１７０ ｌ．１８ 

誤 正 

５．１．２項参照 ５．２．２項参照 

ｐ．１７３ ｌ．２２  

誤 正 

…ΔＳを高めるためには… …ΔＳを小さくするためには… 

 

ｐ．１７５ １．１ 

誤 正 

５．１．１項参照 ５．２．１項参照 

 

  



ｐ．１７５ ｌ．２ 

誤 正 

…テトラカルボン酸… …芳香族テトラカルボン酸… 

 

ｐ．１７５ ｌ．８ 

誤 正 

…開発がおこなわれているポリアミド… …開発がおこなわれている。ポリアミド… 

 

ｐ．１７５ 反応式中のピロメリット酸の前にｎを入れる。 

 

 

ｐ．１７６ ｌ．１２ 

誤 正 

ポリイン（…C=C=C=C=C…）で 180°で

ある。ポリインは不飽和結合の連続であり、

化学的に不安定である。 

ポリイン型（…         …）やク

ムレン型（…C=C=C=C=C…）で 180°で

ある。 

 

ｐ．１７７ 例題 1の解 

誤 正 

                  

 

ｐ．１８４ 反応式中のＰＢＯの左側のオキサゾール環のＣＯ結合が単結合、ＣＮ結合が

２重結合。 

 

ｐ．１８５ 表７．１０ 表の上段が引張り弾性率、下段が引張り強度である。 

誤 正 

引張り強度［ＧＰa］ 引張り弾性率［ＧＰa］ 

引張り弾性率［ＧＰa］ 引張り強度［ＧＰa］ 

 


